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（研究要旨）【目的】エコチル調査における脳性麻痺児の重症度を簡便に評価するため

の障害評価システムを確立する。【方法】国立成育医療研究センター発達評価センター

において用いられている各種乳幼児発達評価スケールを Web ページから入力すること

によって簡便に評価可能な障害評価レポートシステムを開発した。粗大運動能力は

Ability for basic movement scale for children(ABMS-C)、摂食嚥下能力は Ability 

for basic feeding and swallowing scale for children(ABFS-C)、応用動作能力は

Ability for basic movement scale for children Type T(ABMS-CT)を、それぞれ用い

てシステムを構築した。【考察】今回は、既に信頼性と妥当性の検証が済んでいる３つ

の能力評価スケールを用いたが、この他に言語能力や日常生活活動度の評価が必要で

ある。【結論】今後、ABMS-C、ABFS-C、ABMS-CT に加え、言語能力や日常生活活動能力

を追加した総合的システムの構築を目指したい。 

 

 

Ａ．研究目的 

 研究の目的は、エコチル調査における

脳性麻痺児の重症度を簡便に評価するた

めの障害評価システムを確立することで

ある。 

 

Ｂ．研究方法 

 国立成育医療研究センター発達評価セ

ンターにおいて用いられている各種乳幼

児発達評価スケールを Web ページから入

力することによって簡便に評価可能な障

害評価レポートシステムを開発した。粗

大運動能力（図１）は Ability for basic 

movement scale for children(ABMS-C)1)、

摂食嚥下能力は Ability for basic 

feeding and swallowing scale for 

children(ABFS-C)2) 、応用動作能力は

Ability for basic movement scale for 

children Type T(ABMS-CT)3)を、それぞれ

用いてシステムを構築した。 

 

Ｃ．研究結果 

今回開発したレポートシステムは、

http://orangeclub2006.net/scale/から

アクセス可能である。自動的に総合点が

計算され、図４のような評価結果報告書

を印刷することができる。 

今回は、既に信頼性と妥当性の検証が

済んでいる３つの能力評価スケールを用

いたが、この他に言語能力や日常生活活
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動度の評価が必要である。 

 

Ｄ．考察 

本障害評価レポートシステムの開発に

より、エコチル調査において、脳性麻痺

の可能性がある児について、同評価シス

テムを利用して、web上で障害の重症度を

評価する環境が整った。 

今回は、既に信頼性と妥当性の検証が

済んでいる３つの能力評価スケールを用

いたが、この他に言語能力や日常生活活

動度の評価が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 今後、障害評価レポートシステムが、

エコチル調査のような大々的なコホート

研究において、脳性麻痺児のような障害

児の重症度評価に用いられることが望ま

れる。 
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なし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

１. 特許取得 

なし。 

２. 実用新案登録 

なし。 

３. その他 
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図１．粗大運動能力；Ability for basic movement scale for children(ABMS-C) 

 

 

 

図２．摂食嚥下能力；Ability for basic feeding and swallowing scale for 

children(ABFS-C) 
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図３．応用動作能力；Ability for basic movement scale for children Type T(ABMS-CT) 
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図４．出力済み障害評価レポートの例 

 


